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 1 中国の高齢化 
① 中国における高齢化の特徴 
   １）高齢者の急速かつ大規模な増加と地域格差 
 2015年までに、中国では 65歳以上の高齢者人口が 1.43億人に達し、総人口の 10.5％を
占めるようになった。「中国全国老齢工作委員会弁公室」（老齢弁）によって公表された「中
国老年宜居環境発展報告（2015）」によると、2050年末までに 60歳以上の高齢者は 4.83 億
人を突破し、総人口の 34.1％を占めるようになると予測されている。一方、0から 14 歳の
年少人口の総人口に占める割合は 2010年時と比較すると、0.08ポイント減少しており少子
高齢化が加速度的に進展していることが明らかになった。 




減少し、9 億 3600 万人となり、今後も労働人口が減少し続ける予測である。これらのこと
から、経済活動に対する人口ボーナスは減退していくものといえる。 
 高齢者人口の増加と労働人口の減少により、社会的扶養に対する圧力は高まっている。
2012 年社会的扶養率は 44.62％（低年齢扶養率 23.96％、高齢者扶養率 20.66％）となり、
2013年には 1.32％上昇して、45.95％になる。 
図 1 中国少子高齢化の現状 
 










た。しかし、2006年では、都市部 60歳以上高齢者人口は 3856万人で、都市総人口の 6.86％
を占めている。それに対して、農村部 60 歳以上高齢者人口は 1億 801万人で、農村部総人
口の 14.49％を占めている。農村部と都市部の人口高齢化の差は 2000 年から生じており、
今後も続いていくと予測されている(黎建飛，2007)。 









































                                                   
1 日本の総務省に相当する。 
2 「三無老人」：法定扶養義務者がいない、労働能力がない、所得がない高齢者である。 





高齢者アパート 自立老人 食事、清潔衛生、文化娯楽、医療保険など 居住型 
護老院 介助老人 日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 入所型 
護養院 介護老人 日常生活、文化娯楽、リハビリ、医療保険など 





   1）施設及びベッドの不足 
 1990年代以降、福祉分野に民間企業が参入し、福祉サービスの整備が行われた。表―2で










   2）福祉に従事する人材不足と質の低さ 









項目 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 
高齢者人口（万人） 11894 12288 12714 13161 13755 14386 
ベッド数（万床） 314.9 353.2 416.5 493.7 577.8 672.7 
入居者人数（万人） 242.6 260.3 293.6 307.4 318.4 ― 














































































































































は 255467人、総人口の 21.37％を占める。登録した高齢者施設は 108所がある。そのう
ち、公立 52所、ベッド数は 3110、在住している高齢者は 1753 人、入居率 56.37％。私立
56 所、ベッド数は 3792、在住している高齢者は 1992人、入居率は 52.53％。 
S市 H区の総人口は 330712人である。その中で、都市部住民は 297690人、農村部住民
は 33022人である。都市部職員養老保険に加入している人は 1.5万人、都市と農村部居民
基本養老保険に加入している人は 3.82万人、都市と農村部居民基本医療保険に加入して
いる人は 17.15万人、都市部職員基本医療保険に加入している人は 1.14万人がいる。 
① 対象者 









































家族背景 夫：死去 子：2人 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   １）〔幼少期〕 
  1949年に生まれた Aさんは、「中華人民共和国の建国と同じ年だよ」と笑いながら語っ
た。Aさんの兄弟姉妹は 8人がいて、厳しい親に育てられたという。母親の体調が良くなか
















































   2）〔就職・結婚・育児〕 
 20歳ぐらいに文革が終わると、Aさんはすぐ農村から都市に戻ることとなった。最初は S






























  ② 施設での生活 




































































  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
 「（中国）建国前、祖国は苦難に満ちて、生活が最も苦しい時だったし、最も揺れ動いて














































   2）〔就職・結婚・育児〕 
 最初の職場は炭鉱でのアルバイトとして従事した。その後、洗炭する工場が正社員が募集




































  ② 施設での生活 
   1）〔入所の経緯〕 

































































  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 





































































  ② 施設での生活 
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  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 









































   2）〔就職・結婚・育児〕 
 Dさんは自分の仕事についてはとても自信を持って話す。 






























  ② 施設での生活 



































































   １）〔幼少期〕 







   3）〔就職・結婚・育児〕 


















 Eさんは子供が 5人がいる。娘 2人と息子 3人がいる。長女は軽度の知的障害があり、次
男は「人とあまり話したくない」性格から、未婚だという。 
  ②施設での生活 










   2）〔現在の生活〕 
 現在施設の生活に関して、Eさんは「うれしくないね。まあ、この年齢になって、毎日な
んにもしないで過ごす。いつか息を引き取れば、それで終わり」と話した。 



































  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 























・子供は 5人いるが、娘一人は 22歳の時に自殺した。 
・50歳で退職し、やっと夫と別れた。 
〔施設での生活〕 































































話題”が出ることになる。前夫が亡くなり、Fさんは息子を S 市に迎えに行った。 
  ② 施設での生活 



































































  ① 過去の各人生時期におけるライフストーリー 
   1）〔幼少期〕 
































































  ② 施設での生活 
































































Dさん 高 高 高 高 高 高 
Aさん 高 中 高 高 高 高 
Bさん 高 高 中 高 高 高 
Gさん 高 高 中 高 高 高 
Cさん 中 中 高 中 中 中 
Fさん 中 低 中 高 中 中 
Eさん 低 中 低 低 低 低 
 






































 〈経済状況〉に関して、D さんは十分（5000 元/月）、A さん、B さん（2500 元/月）は良























































































































持っている人は E さんしかない。これは E さんが自宅で生活したいという強い思いをもつ
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1931年 1931 年 9 月、満州事変がおこり、関東軍によって日本政府（当時、若槻禮次郎首
相・第二次若槻内閣）の意向を無視して大規模な武力行動がおこなわれた。 















































 あなたの 20代から 60代までに起きた、一番重大な出来事についてお聞かせくだ
さい。 
 20代、30代のあなたの人生はどのようなものでしたか。 
 お仕事について教えてください。 
 結婚しましたか。配偶者はどんな人でしたか。 
 この時期に大変だったことはどんなことでしたか。 
D 高齢期（65歳～） 
 何歳に施設に入りましたか。その理由は何ですか。 
 今の生活はどうですか。 
 自分の人生をこれまで支えてきたものは何ですか。 
 あなたの人生を変えた出来事や出会いがありますか。 
 自分の人生を振り返って、あの時こうしておけばよかったと思われることがあり
ますか。 
E 全体 
 全体的に見てどんな人生でしたか。 
 これまでの人生で、あなたが直面した大変なことはなんでしたか。そのことにつ
いて、お話しください。 
 
 
